
前
年
度
比
３
．６
％
減

　
令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
は
、一
般
会
計
に
お

い
て
４
０
３
億
円
、前
年
度
対
比
３
．６
％
減
で
す
。

　
特
別
会
計
総
額
は
、２
０
１
億
６
，１
６
８
万

円
、前
年
度
対
比
１
．２
％
増
で
、一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
総
額
は
、６
０
４
億
６
，１
６
８
万
円
、

前
年
度
対
比
２
．１
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
ポ
イ
ン
ト

　
令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
等
に
よ
り
、市
税
の
減
収
な
ど
厳
し
い

状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、市
民
の
健
康
や
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、ま
ず
は
感
染
症
対
策
に
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ

と
し
て
、計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策
に
つ
い
て
停
滞

す
る
こ
と
な
く
着
実
に
推
進
し
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
を
見
据
な
が
ら
、次
期
計
画
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
３
年
度
予
算
は
「
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
た
め
に
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
を
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
、未
来
へ
の
責

任
を
果
た
す
た
め
の
“
着
実･

実
行
型
予
算
”」と

し
ま
し
た
。

予
算
を
公
表
し
ま
す

令
和
３
年
度

災害復旧と防災機能の充実
2億 8,208 万円

　令和元年東日本台風災害の復
旧工事を進めるとともに、消防
訓練塔や防火水槽の整備等によ
り、防災機能の強化を図ります。

JR 鹿沼駅周辺の整備
5億 1,409 万円

　ＪＲ鹿沼駅東通りの整備によ
り、駅周辺の利便性を強化し、
都市機能の向上を図ります。

新庁舎の整備
18億 1,279 万円

　事業計画に沿って、Ⅰ期工
事分の開庁を目指すとともに、
Ⅱ期工事に着手します。

新型コロナウイルス感染症対策
1億 5,525 万円

　感染予防対策やＰＣＲ検査体
制の確保に加え、学校現場のＩ
ＣＴ化をはじめとするデジタル
関連事業を展開します。

花木センター「道の駅」化
300万円

　花木センターのパワーアップ施
策として「道の駅」化による本市の
ＰＲ拠点としての機能強化を図り、
市全体の活性化につなげます。	

「鹿沼市気候非常事態宣言」関連事業	
3,387 万円

　本市独自の「気候非常事態宣言」
を行い、自然環境の保護、ごみの
削減、二酸化炭素の排出抑制等
のさらなる普及啓発に努めます。

水源地域の振興
3億 7,067 万円

　南摩ダムの建設に併せ、地域
間交流や雇用の場の創出などを
目的に、拠点施設の整備を進め
ます。

新産業団地の整備
37万円

　新たな雇用創出による人口増
加や定住促進を図るため、県と
共同で新たな産業団地整備を
推進します。	

子育て環境の充実
5,496 万円

　「いちごっこ広場」の運営、「子
ども食堂」の開設助成や「要保
護児童等対策支援事業」に加
え、子どもの貧困の実態調査
等を行います。

大芦川流域の自然・生活環境保全
521万円

　大芦川流域における川遊び客
の大幅な増加による路上駐車や
ごみ投棄などの新たな地域課
題に対し、地域と連携し対策に
向けて取り組みます。	

地域経済活性化対策
17億 7,250 万円

　制度融資等による経営基盤
の強化、専門家派遣事業等に
よる技術力向上など、中小企業
の支援を図ります。

いちご市推進事業
1,816 万円

　いちごを軸に多様な事業を展
開し、「いちご市かぬま」のイメー
ジの向上と定着、市内外への情
報発信強化を図ります。	

いちご一
いち
会
え
とちぎ国体関連事業

5,040 万円
　令和４年に開催される「いち
ご一会とちぎ国体」「国体・全
国障害者スポーツ大会」の開催
準備を進めます。

粗大ごみ処理施設の長寿命化
5,142 万円

　粗大ごみ処理施設の基幹的設
備改良工事および新たなストッ
クヤードの整備を実施します。

コミュニティセンターの整備
1,320 万円

　今秋のオープンを目指し、北
犬飼コミュニティセンターの整
備を進めます。併せて、西大
芦コミュニティセンターの整備
に着手します。

地域の夢実現事業
1億 3,800 万円

　地域の創意工夫による自主
的な地域づくりを支援し、協働
のまちづくりを推進します。

重点事業

新規事業重点事業

主な事業

財
政
課
財
政
係
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１
５
１
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33.1%

3.0%

9.8%

14.2%

21.6%

9.5%

8.8%

36.4%

16.3%

8.7%

9.8%

8.0%

7.4%

6.4%

7.0%

自
主
財
源

45.9％

依
存
財
源

54.1％

【目的別】

民生費	 146 億 7,031 万円
児童福祉や生活保護費などの福祉事業

総務費	 65 億 6,126 万円
総務関係の職員の人件費や庁舎管理費、
地域の夢実現事業、リーバス運行費など

土木費	 34 億 9,219 万円
市道の建設・維持管理や区画整理事業、
市営住宅の維持管理費など

教育費	 39 億 4,871 万円
小中学校や図書館、美術館の管理費など

公債費	 32 億 2,171 万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費	 29 億 8,394 万円
健康づくりに係る費用やごみ処理費など

商工費	 25 億 7,773 万円
中小企業への融資や各種イベントに係る
経費など

消防費ほか	 28 億 4,415 万円
消防や救急に係る経費や議会費、農林水
産業費など

市税	 133 億 3,679 万円
市民税や固定資産税など

使用料、手数料など	 11 億 8,195 万円
市営住宅使用料やごみ処理手数料など

諸収入、繰入金など	 39 億 5,704 万円
給食費や貸付金元利収入、各種基金から
の繰入金など

地方交付税	 57 億 2,000 万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービ
スを提供できるように、国から交付され
るもの

国・県支出金	 87 億 2,148 万円
国や県からの補助金など

市債	 38 億 3,200 万円
道路建設などの事業を行うときの借入金

交付金など	 35 億 5,074 万円
消費税や自動車重量税など国・県に納め
た税金の一部が一定の基準で交付される
もの

令和３年度　一般会計の当初予算
予算規模　４０３億円

歳 入 歳 出

特別会計の予算水道・下水道事業会計の予算
　水道・下水道事業会計は、上下水道管理運営のための
会計で、独立採算制をとっています。

　特別会計は特定の収入をもって特定の事業を行う会計
で、一般の収入や支出と区別して個別に経理しています。

収益的収支
（維持管理）

収入 １５億４,３８１万円

支出 １４億１,７８６万円

資本的収支
（設備投資）

収入 １０億６,７８１万円

支出 １９億８,１１７万円

会　計　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 １０２億５，９８０万円

公設地方卸売市場事業費 １，３００万円

介 護 保 険 ８７億３，７００万円

後 期 高 齢 者 医 療 １１億５，１３０万円

粕 尾 財 産 区 ２２万円

清 洲 財 産 区 ３６万円

合　　　計 ２０１億６，１６８万円

収益的収支
（維持管理）

収入 ２５億６,８６４万円

支出 ２１億８,４８２万円

資本的収支
（設備投資）

収入 ７億７,５８０万円

支出 １６億６,８４９万円

〇水道事業会計

〇下水道事業会計

2021.43
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